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衆
議
院
議
員
岩
國
哲
人
君
提
出
中
央
省
庁
の
公
務
員
に
よ
る
株
取
引
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
本
年
六
月
以
降
行
っ
た
調
査
の
結
果
、
そ
の
事
務
に
係
る
資
金
の
処
理
が
適
切
で
な
い
と
考

え
ら
れ
る
案
件
が
新
た
に
二
件
判
明
し
、
本
年
七
月
二
十
二
日
に
当
該
案
件
に
つ
い
て
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他

の
府
省
に
お
い
て
は
、
本
年
六
月
以
降
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
調
査
は
新
た
に
行
っ
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
い
て
、
本
年
一
月
以
降
に
カ
ネ
ボ
ウ
株
式
会
社
の
株
式
を
取
引
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
経
済
産
業
省
の

職
員
の
数
は
、
三
名
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
常
勤
の
職
員
に
よ
る
株
式
の
取
引
の
す
べ
て
を
自
粛
す
る
措
置
を
講
じ
た
府
省
は
、
経
済
産
業
省

以
外
に
は
な
い
。
な
お
、
各
府
省
は
、
「
国
家
公
務
員
の
株
式
の
取
引
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
九
月
二
十
八
日
事
務
次
官

等
会
議
申
合
せ
）
に
よ
り
、
自
己
の
所
属
す
る
部
局
が
所
管
す
る
企
業
の
株
式
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
に
対
し
、

当
該
企
業
に
係
る
職
務
と
の
関
係
等
に
応
じ
、
取
引
の
自
粛
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

一



る
。ま

た
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
自
衛
隊
員
倫
理
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
、
本
省
審
議
官
級
以
上
の
職
員
等
は
、
前
年
に
お
い
て
行
っ
た
株

取
引
等
に
係
る
報
告
書
を
毎
年
各
府
省
の
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

「
国
務
大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
規
範
」
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
国
務
大
臣
、
副
大

臣
、
大
臣
政
務
官
等
と
し
て
の
在
任
期
間
中
は
、
株
式
等
の
取
引
を
自
粛
す
る
と
と
も
に
、
就
任
時
に
保
有
す
る
株
式
等
に

つ
い
て
は
、
信
託
銀
行
等
に
信
託
し
、
在
任
期
間
中
に
契
約
の
解
約
及
び
変
更
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


